社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第2回理事会議事録
1、 開催日時　平成23年5月29日（日）10：30～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター3階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長
　岡本
　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田
(総務委員会）五十嵐、櫻井（絢）、鈴木（将）
(研修委員会）染野、周藤

(総合相談委員会）森池
(独立型社会福祉士委員会）川島

　　　　　　会員外理事
　池亀、西城
委任状提出理事
　丸
　　委任状提出会員外理事　石塚、石川

欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　君和田、林

4、 議題

（1） 日本社会福祉士会災害支援研修報告
（2） 各委員会報告事項に対する質疑

（3） 議事
1.　平成23年度第1回総会議案に関する対応について

2.　内閣府パブリックコメント『「新しい公共」による被災者支援活動等に関する制度等のあり方に関する意見募集』への対応について

（4） その他
5、 議事録

· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。

○日本社会福祉士会災害支援研修(伝達研修)報告・・・5月22日(日)に出席した神山会長から
· 支援金(千葉からも119万1千円出している)が夏くらいには底をつく見通しである。
· 宮城県と岩手への派遣会員が5月以降少なくなってきているので協力をお願いしたい。
· 今後の福島県からの県外避難者は日本社会福祉士会が中心となって支援していくということなので、今後千葉県内への避難者について千葉県社会福祉士会が対応していく。
○ 委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．ケアマネジメント部会
· (資料の訂正)　P9　2「介護支援専門員受験対策講座」①日程8月21日(日)→8月27日(土)
· 昨年度に応募数が少なかったので、今年度はチラシを早めに配布するということと各講座単位での申し込みを可としたことで対応している。

２．ぱあとなあ千葉運営委員会
· 資料P25　3　2011年度成年後見人養成委託集合研修
昨年度までは「支部委託研修」だったが今年度より「委託集合研修」という名称になった。
今年度の募集はすでに終了し、選考を経て、受講許可者には連絡済みの旨、報告する。
· 5月25日　船橋市わかばの会で鈴木委員長が講演をした際、親なき後の対応策が求められたことを受け、千葉県社会福祉士会としても取り組みが必要という意見が出た。
· 成年後見人に関する取材について、今後依頼があれば可能な範囲で協力していく。
· 基礎研修のカリキュラム変更(3年にかけて3回実施に変更)に伴う来年度の成年後見人養成研修の受講資格要件について、6月19日のぱあとなあ担当者連絡会議にて日本社会福祉士会に確認をする予定である。
３．介護サービス情報公表事業部会
· 5月24日　公表調査事業所説明会に出席。今年度の調査は8月～2月にかけて早めに終了するようにとの依頼あり。また、来年度以降における介護サービス情報公表については資料P15のとおり制度が変更になる可能性があるため、未定となっている。

４．災害関係
· 5月31日をもって、いわき災害ボランティアセンターへの会員の途切れの無い支援はいったん終了する。6月以降は、いわき市全体への支援ができるようにしていきたい。

· 旭市の災害支援は、具体的な支援内容は未定だが、地元の住民をサポートしていくことになると思われるので、引き続き協力をお願いしたい。
· 県の5月補正予算の中の震災対応とそれに対する千葉県社会福祉士会の対応について
高齢者福祉課は、地元の事業所に継続的にかかわってもらうため、市(主に旭市・香取市)から推薦を受けた事業所を選定して、アドバイザーを委託する事業所を決定するということで、千葉県社会福祉士会としても協力できることがあれば対応していく。
健康福祉指導課のボランティア支援事業について、専門職ボランティアを県社協で募集し、コーディネートする予定で、千葉県社会福祉士会では募集があり次第、Web等で会員にお知らせをしていく。
５．研修啓発部会
· 資料P6　1　ジェイシー教育研究所　今年度も継続する。
６．事務局

· 資料P27　その他　7月16日　福祉のしごと就職フェアで、一般向けの「ソーシャルワーカーとは」をテーマに講座を行う予定で話を進めている。
· 議事
1． 平成23年度第1会総会議案に関する対応について
· 委任状・書面表決を含め、会員数の過半数は超えているが、定款変更に必要な4分の3の賛成には足りていないため、第4号議案の可決は不可能な状況である。
· 県としては、可能性として定款変更がなされないまま実態として連合体に移行することは、望ましくはないが、直ちに無効とは言えないという見解であることを確認している。
· 47都道府県社会福祉士会のすべてが加入するという議決ないと連合体に移行とはならない。
· 日本社会福祉士会では、連合体に移行することについては、総会で議決はされたが定款変更はまだされていないので、日本社会福祉士会の定款が変更になった時点で、千葉県社会福祉士会も変更する動きをすればいいのでは、という意見がでた。
· 結果、第4号議案と関連の第5号議案、第6号議案に関しては、説明をした上で取り下げることにし、他の都道府県が連合体加入に可決する段階で、臨時総会等を開催して対応することとする。
2. 内閣府パブリックコメント『「新しい公共」による被災者支援活動等に関する制度等のあり方に関する意見募集』への対応について
· 内閣府の言う「新しい公共」とはNPOを中心とした団体のようであるが、既存の公益団体である社会福祉士会も活動していることを理解してもらうためにも意見を提出したい。
· パブリックコメントを会長名で提出してよいか承認を求める。→承認

· 提出した内容を会員に発信していく必要があるという意見が出た。
· その他
· 5月22日(日)関東甲信越ブロック連絡協議会に神山会長が出席
連合体移行についての情報交換、新法人制度対応についての情報交換、災害への取り組みについて話し合いが行われた。
関東甲信越ブロックについては、来年度、千葉県が会計監査を担当する予定である。
· 福島県からの県外避難者の情報について

千葉県内への避難者について、現状を把握する必要がある。
· 平成23年度の理事会の予定表配布

